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　自己評価は

　　　　　A　：　適切である

　　　　　B　：　概ね適切である

　　　　　C　：　やや適切である

　　　　　D　：　不適切である

B

A

合理的配慮を要する生徒の把握及び職員間での支援体制の推進

委員会活動を通じての健康管理、美化意識の醸成

A

　次年度の課題について、方針は問題ない。
　ICT機器の利用については、生徒が授業に
楽しく臨み、より多くの情報や知識、思考力を
得られるようこれからも教員のタブレット等のス
キルアップを期待する。

A

　学校行事等を通して生徒が成長していること
を感じ取ることができる。
　生徒指導は、いじめ問題等とてもセンシティ
ブな内容が多いが、教員の細かい心配りのあ
る対応がなされていると感じる。
　スクールカウンセリングは今後、より一層充
実させてほしい。

評価（３月）

B

学　校　運　営　計　画　（４月）

A

昨年度の成果と課題

学校運営方針

具体的目標

A

A
　授業をするだけでなく、生徒の評価を自己研
鑽に活かそうとすることは大変有効であり大切
なことであるので継続してほしい。

A教員の資質・能力の向上

　生徒の自主性を尊重した進路指導を行って
いることが良い結果につながっていると思われ
る。
　八幡高校の特色である教科科目横断型授業
と夢現∞プロジェクトをキャリア教育に十分活
かせるよう今後も不断の改善を期待する。

A

A新たな学びの在り方の体系化

理数科の課題研究と普通科の夢現∞
プロジェクトの充実

理数科・普通科で切磋琢磨できる環境の創出

Ａ

A
志の育成と特色ある教
育活動の推進 夢現∞プロジェクトを通した、生徒の進路意識の高揚

進路希望別の放課後課外・土曜セミナーの計画・実施

伝統を継承しながらもしなやかに創造的な教育活動を展開して、新学科設置準備を推進するとともに、理数科との並置体制の魅力的な在り方を模索して、その広報を
展開し、学校の活性化と生徒の能力の伸長を図る

具　体　的　方　策

一人一台端末を利用した授業の促進
３年間を見通した各教科の指導方法の確立
評価規準を活用した体系的な教科教育の実践

年　度　重　点　目　標

命と健康を第一とした教育活動の展開

主体性を最大限に引き出し、学校を
「家族」にする生徒指導、及び心身とも
に健康で自他の人権を尊重できる心
豊かな生徒の育成

・学校教育全体をとおして、生徒の主体性を最大限に引き出し、生徒が「志」に向かって自立的・意欲的な人生を生きられる能
力を身につけさせる。
・人に対する思いやりと、クラス・学年・学校を「家族」にする意志を持たせるとともに、地域や学校関係の方々への感謝の気持
ちを抱き、愛校心のある生徒を育てる。
・知恵と工夫で、生徒主体の生徒会活動、学校行事、部活動を一層推進し、主体性・自立性の涵養と相互に高め合う集団づくり
に努める。
・適切なヒドゥン・カリキュラムのもと、全教育活動において自他の人権尊重の精神を養う人権・同和教育を実践する。

教師の自己研鑽による授業力向上と、
高い志と知的好奇心に支えられた主
体的な学びの実現による学科改革へ
の挑戦

高い志を持つ生徒の育成と学力保
障、進路指導の充実

A

　・　ICT機器の効果的な利用法を含め、教員間で授業のスキルアップに向けた情報共有に努めたい。

特色のある教育活動について広く公開することができた。次年度の公開
に向けて計画していく。校内研修は年度当初の予定通りに行えた。研究
授業、授業アンケートが特定の時期に偏らないよう配慮していく。

具　体　的　目　標

・命・安全・健康を第一に考え、感染症対策を意識しながら、魅力的な教育活動を展開する。

・学校設定教科にすることを意識しながら、他教科との連携を図って深化した教科科目横断型授業を推進するとともに、新たな
学校像の確立と特色化を図り、学科改革を推進する。
・ＩＣＴを活用した新たな学びの在り方を模索して指導力の向上に努める。
・教員が語る教科の魅力から、意欲と向上心が掻き立てられる学習指導を目指す。
・基礎基本の確実な定着の上に、深い学びが実現できるよう、各教科が指導の方向性を共有した上で、３年間を見通して組織
的に教科教育を実践し、各教科の力を理数科及び新学科の盤石な基盤としていく。

・魅力ある教育活動が旺盛な知的好奇心や行動力の育成に繋がり、学問の面白さに気づかされて学習することで、結果的に生
徒が高い志を持ち、難関大学をはじめとする進学実績の向上に発展していく学校の在り方を目指す。
・生徒が希望する大学に合格できるよう、学力保障のための授業・放課後課外等を実施する。
・進路指導の方法や指導内容の諸課題についての方向性、進路情報等を全体で共有し、一貫した進路指導システムを構築す
る。

・ＳＳＨの成果を活用した理数科における教育を基軸として理数探究等の探究的な姿勢を夢現プロジェクトという形で新学科に
も応用するとともに、理数科と新学科とが切磋琢磨する教育活動を展開し、新学科での特色ある教育活動を検討する。
・国際的視野を育成するため、海外語学文化研修等を充実させる。

・ホームページを中核とする多様なメディアの活用や学校説明会等によって、本校の特色ある教育活動や実績を発信する。
・ＰＴＡ・誠鏡会（同窓会）・学校後援会と連携して、教育効果を高める。
・中学校や各種説明会、塾(予備校）等に直接足を運んで、本校の教育活動を積極的にアピールする。

普通科の夢現∞プロジェクトと理数科の課題研究の内容を更に充実させ
て、難関大学の総合型選抜に挑戦し、合格が勝ち取れるように指導して
いきたい。

新学科設置に向けた情報発信と特色ある教育活動の体系化
校内研修会の計画的実施

魅力ある学校づくりと規範意識の高揚・
マナーの向上

心身の健康づくりと安心・安全な教育
環境の整備

教科指導の充実と特色
ある学校づくりの推進

自己指導能力育成を目
指した生徒指導

　・　生徒の困り感を早期に捉えることができるようきめ細かい観察力や学校生活アンケートの充実を図っていきたい。

　・　学校内だけの学びに留まらず、外部人材の活用を図る等、生徒が文理の枠にとらわれず多面的なものの見方ができる教育活動をより一層進めたい。

評価項目以外のものに関する意見

　学校内での教育活動が充実していることは伝わっ
た。今後は外部専門家の方の話を聴く機会をより多く
持ち、生徒の興味・関心を高めると、生徒の積極性、学
びの充実がより一層図れると思う。

　・　教科科目横断型授業や夢現∞プロジェクトの取組がキャリア教育に活かされる等、様々な教育活動が相乗効果を生むよう内容の改善に努めたい。

様式３

自己評価

令和　５　年度　　学校評価書　　　（計画段階・実施段階）

福岡県立八幡高等学校

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

学校関係者評価

次年度の主な課題
本校はICT機器の活用に優れた教員が多い。来年度はそのスキルを共有
することで全員のスキルアップを図りたい。観点別評価については、評価
と指導の一体化の観点から教科内では常に見直しが必要だと考えてい
る。

本年度教科科目横断型授業を試行することで見つかった課題については
対応策を作り上げることができた。実際に実施することでさらに改善してい
く。
主体的に生徒が学校行事や部活動に取り組み成果を上げた。生徒の規
範意識は概ね高いが、登下校時の自家用車による送迎等、公共のマ
ナーについては講演やＰＴＡと協力するなど取り組み、更に向上させてい
きたい。
SCを活用し、保護者との連携を図りながら教育相談を充実させることがで
きた。人間関係のトラブルにも複数の教員で対応できた。
職員・生徒が連携しながら感染予防に努め、健康の保持増進に対する意
識が高まった。

多くの生徒が最後まで自分の希望を貫こうとした。次年度は土曜セミナー
のあり方などを考え、生徒一人ひとりが自分に適した内容の学習を自ら行
うことで、更なる学力の向上に繋げていきたい。

研究授業、授業アンケートを活かした授業改善の推進

第１志望をあきらめさせない進路指導の徹底と高い学力の育成
総合型選抜・学校推薦型選抜合格に向けた指導方法の共有化
学力保障のための放課後課外・土曜セミナーの充実

高い志の育成と難関大志望者と合格
者数の増大

全職員、ＰＴＡの協力によるマナーの向上の推進
相談、スクールカウンセリングの充実と保護者等との連携強化

新学科の認知度を高める広報活動の展開
学校行事への積極的な取組と部活動の充実
学校教育活動全般における規範意識及びマナーの向上

新学科設立の準備
教育課程の見直し
学校設定科目「知の追究（教科科目横断型授業）」の体系化

A

A

A

教師の自己研鑽による授業力向上と
生徒の主体的な学びの実現

理数科と新学科が切磋琢磨する、他
校にはない特色ある教育活動の推進

広報活動の充実と特色ある教育活動
の積極的な発信

　新型コロナウイルス感染症に
対して保健委員会を中心とした
生徒の積極的な感染予防を行
う中、学習や学校行事、部活動
に生徒が主体的に取り組み、成
果を上げることができた。また、
生徒の進路実現に向け、授業
改革、教科科目横断型授業の
促進、進路指導・入試対策の充
実が組織的に図られ、生徒の
意欲的な学習に結びついた。
　今年度は、これらの取組を一
層充実させるとともに教育相談
の充実等、外部機関との連携を
強化して生徒の抱える課題にも
早期に丁寧に対応していきた
い。また、新学科設置準備を組
織的に推進し、関係機関との連
絡調整のもと、魅力ある新学科
を創設するとともに、広報活動
を積極的に展開していきたい。
更に理数科と切磋琢磨する新
学科設置によって学校全体の
活性化を図り、新たな時代の要
請に知恵と工夫でしなやかに応
え、時代を切り拓く特色化に果
敢に挑戦していきたい。
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